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 THE SIGNIFICANCE OF SERUM PROSTATE-SPECIFIC 
ANTIGEN, GAMMA-SEMINOPROTEIN AND PROSTATIC 
ACID  PHOSPHATASE AS PROSTATE CANCER MARKERS
     Kunio YAMAGUCHI, Masashi TANAKA, Norikazu KITAGAWA, 
       Tadashi KoTAKE, Shigeyuki YANAGI and Haruo ITo 
From the Department of Urology, Teikyo University School of Medicine, Ichihara Hospital
   Prostate-specific antigen (PA), gamma-seminoprotein (r-Sm) and prostatic acid phosplatase 
(PAP) have been evaluated in patients with prostate cancer, benign prostatic hyperplasia (BPH), 
chronic prostatitis and acute prostatitis. PA has proved to be diagnostically more sensitive than 
PAP and r-Sm for the detection of prostatic cancer. Although PA may be elevated more 
frequently than PAP and r-Sm in patients with BPH, there are possibilities that these patients 
with elevated PA and normal PAP and r-Sm may have prostatic cancer or precancerous conditions 
not detectable in our routine diagnostic procedures. 
   We report two cases of prostatic cancer with persistently elevated PA and diagnosed after 
repeated biopsies. Our data suggest that PA is a sensitive and useful tumor marker for the 
diagnosis of prostatic cancer. PAP and r-Sm in combination with PA may serve as more useful 
for differential diagnosis and confirmation of prostatic cancer. 
                                                    (Acta Urol. Jpn. 35: 987-991, 1989) 
Key words: Prostate cancer, Tumor marker
緒 言
前立腺性酸性フォスファターゼ(以 下PAPと 略)
・前立腺特異抗原(以 下PAと 略)・ およびgamma-





















PAP,PAは 栄研キット(RIA法)で,γ 一Smは 中
外製薬のキット(EIA法)を 考い測定 した.た だし,
慢性前立腺炎の症例では,3ヵ 月経過後の血清を用い
た.cutoff値 は,PAP3.Ong/ml以 下,PAお よ
び γ.Sm4.Ong/mlと した.
結 果
1)PAP値 に関し,各 疾患に おける測定結果を
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Fig.1に 示 し た.平 均 値 は,前 立 腺 肥 大 症1.37
ng/ml,未 治 療 前 立腺 癌11.56ng/ml,慢 性 前 立 腺 炎
1.28ng/ml,前 立 腺膿 瘍1.64ng/mlで あ った.陽 性 率
は,前 立 腺 肥 大 症4.7%,未 治療 前 立 腺 癌41.2%,慢
性前 立 腺 炎0%,前 立 腺膿 瘍25%で あ った.
H)PA値 に 関 し,各 疾 患 に お け る 測 定 結 果 を
Fig.2に 示 した.平 均 値 は,前 立 腺 肥 大 症3.36ng/
ml,未 治 療 前 立 腺 癌24.Ong!m里,慢 性 前立 腺 炎2.92
ng/m1,前 立 腺 膿 瘍16.4ng/m1で あ った.陽 性 率 は,
前 立腺 肥大 症25.6%,未 治療 前 立 腺 癌88,2%,慢 性 前
立腺 炎14.3%,前 立 腺 膿 瘍75%で あ った.
皿)γ 一Sm値 に 関 し,各 疾 患 に おけ る 測 定 結 果 を
Fig.3に 示 した,平 均 値 は,前 立 腺 肥 大 症2.32ng/
ml,未 治 療 前 立 腺 癌5.85ng/ml,慢 性 前 立 腺 炎2・03
ng/ml.前 立 腺 膿 瘍17ng/mlで あ った.陽 性 率 は,
前 立腺 肥 大症9.3%,未 治 療 前 立腺 癌64.7%,慢 性前
立 腺 炎8.6%,前 立 腺 膿 瘍75%で あ った
IV)PAP,PA,γ 一Sm3老 の 相 関 関 係
各 マ ーカ ー間 の 相 関 関 係 に 関 して は,未 治療 前 立腺
















































1)PAとPAPの 間 に はr旨0.964と 高 度 な相 関
が認 め られ た(Fig.4).
2)PAPと γ一Smの あ い だ に はr=0.668と 中 等
度 の相 関 が 認 め られ た(Fig.5).
3)PAと γ一Smの あい だ に もr・O.671と 中等 度
の相 関 が 認 め られ た(Fig.6).
V)未 治 療 前 立腺 癌17例 につ い て,三 者 の 相 互 関 係
を見 る と,三 者 と も陽性 が7例,PAと γ一Sm陽 性4
例,PAの み 陽 性 が4例,全 マ ー カ ー陰 性 が2例 で あ
った.PAP,あ るい は γ・Smの み 陽 性 の 例 は 無 か っ
た(Table1).
全 マ ー カ ー陰 性 の 前立 腺 癌 の2例 は,い ず れ も経 過
































































症例1=87歳,男 性.残 尿感,夜 間頻尿を主訴 に
1986年10月14日 初診.初 診時,マ ーカーはPAP1.1
と正常であったが,PA4.1,γ 一Sm4.3と 高値を示 し
たため1986年10月20日 前立腺生検施行.肥 大症であっ





22日 初診.初 診時,マ ーカーはPAP7.7,PAI2,







わ れ わ れ の結 果 で はPAの み 陽 性 が4例 お よびPA
陰 性 の2例 は他 の マ 一ーカ 一ーで も陰 性 で あ った こ と か
ら,PAがfalsenegativerateから見 て 前立 腺 癌 の
ス ク リー ニ ングに は 最 も有用 な マ ー カ ーで あ った.一
般 にPAPよ りPAの 方 が 前 立 腺 癌 で の 陽 性率 が 高
い し,PAPは 陰 性 でPAが 陽性 の場 合 が 多 い と い
う2・3).し か しな が ら,逆 の場 合 もあ る.ま た,わ れ
わ れ の 結 果 も同 様 で あ るが,Ercoleら4)は,cutoff
値 をPA3ng/ml,PAP4ng/mlと し 逆 に 前 立 腺 肥
大症でPA2王%PAP4%とPAの 偽陽性率高値を
指摘 してい る.こ の よ うにPAのfhlsepositive
rateがPAPに 比ぺて非常に高いため,患 者への余





















って報告者に よ り異 な る.Stamcyら7)は,PAの
cutoff値 を2.5ng!mlと し,PAの 陽性率は96%,
PAPの 陽性率は45%と 報告している.三 木ら8)は,
PAのcutoff値 を3.Ong/mlと し陽性率94%oと 報




く表わ しているとい う.さ らに,PA10nglml以 上
は被膜への侵潤を示唆し,癌 の進展の可能性が極めて
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